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直接照射型慣性核融合では特に, 非一様レ

ーザー照射によってターゲット上に生じるイ

ンプリントが核融合反応の頻度に影響を与え

ている. 本研究では,インプリント低減機構解

明に向けて, 単結晶ダイヤモンドに発生する

インプリント擾乱の定量的評価, さらにその

擾乱に対する照射強度分布と高Z表面コートの

依存性について実験を行った.  

実験では,単一波長 100 m の照射非一様性

（強度擾乱/平均強度）をもつインプリントビー

ムで生じたターゲット面密度擾乱(g/cm
2
)の時

間発展を X 線シャドウグラフ法により観測し

た. 図 1(a)はダイヤモンドとポリスチレン（PS, 

参照物質）に対する面密度擾乱時間発展の観測

結果と実験条件に基づいた 2D 流体シミュレー

ション結果である. 比較的高いインプリントビ

ーム強度では, 面密度擾乱振幅はダイヤモン

ドと PS ともに同程度の大きさであり, このと

きシミュレーションによるとダイヤモンドの

密度は PS より大きい(図 1(b)). このターゲッ 

ト密度の考慮によって PS より小さい擾乱がダ

図 1 (a) ダイヤモンドとPSに対する面密度擾乱 

(b) ターゲット密度の時間変化 

イヤモンドに発生していることが明らかにな

った.比較的低いインプリントビーム強度でも, 

観測後半で PS よりも小さい擾乱振幅がダイヤ

モンドで観測された。さらに, 実験結果と 2D

流体シミュレーションは良く一致しており,シ

ミュレーションで初期に生じたインプリント

の評価を行った. その結果, 圧縮率の効果で

インプリントが低減されることが明らかにな

った(図 2).  

 一方で照射非一様性が増大すると, ダイヤ

モンドに尖った形状をもつ擾乱があらわれた.

固体状態の間に亀裂が進展し, クラックが発

生している可能性がある. 次段階実験として, 

実際のレーザー核融合実験に向けたダイヤモ

ンドカプセルを考慮し, 亀裂が進展しにくい

多結晶ダイヤモンドを用いて結晶性とレーザ

ーインプリントとの関係について実験を行う

予定である.  

また, 高Z表面コートが付加されたダイヤモ

ンドでの観測データと実験結果に対する解釈

についても報告する. 

図 2 シミュレーションによるインプリント振幅 

（実線）及び, 圧縮率の時間変化（点線） 
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